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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズ鏡筒に着脱可能で、装置本体の外部からの操作によって前記装置本体の内部に設
けたフイルターユニットを回転操作可能としたフイルター操作装置において、
　前記装置本体の外部と内部を遮断し、その外部側に凹部を有する隔壁と、
　該隔壁の前記凹部内に配置され、外部からの操作による回転力を伝達する回転伝達部材
と、
　該隔壁の内部に配置され、ギヤ部を持つ前記フイルターユニットと、
　前記隔壁の内部に配置され、前記回転伝達部材の回転を前記フィルターユニットのギヤ
部に伝達する連結ギヤとを有しており、
　前記連結ギヤが、前記隔壁の凹部内に設けられた穴を貫通する軸部を有しており、
　前記軸部が前記レンズ鏡筒の光軸と平行であることを特徴とするフイルター操作装置。
【請求項２】
　該凹部には該回転伝達部材が配置され、かつ該回転伝達部材の回転中心よりも光軸側に
該凹部内から機器本体の外周部に貫通する穴が設けられていることを特徴とする請求項１
記載のフイルター操作装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のフイルター操作装置を着脱可能に装着したことを特徴とする
レンズ鏡筒。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、交換レンズ鏡筒に使用するフイルター操作装置およびフイルター操作装置を
着脱可能に装着したレンズ鏡筒に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、交換レンズ鏡筒の光学機器に使用するフイルター操作装置として、交換レンズ鏡筒
の一部切り欠き部に挿入して使用する差込式フイルターにおいて、偏光フイルターが装着
されるもので、外部の操作ダイヤルを回転させてフイルター自身を回動可能に構成された
ものがある。
その一例を図４～図６に示す。すなわち、フイルターホルダー本体１はその外周部に操作
ダイヤル２が挿入される切り欠き穴１ａと操作ダイヤル軸７のねじ部７ｂがねじ込まれる
ねじ穴１ｂとフイルター枠３が回動可能に嵌合する嵌合部１ｃが設けられている。該操作
ダイヤル２は外部から使用者の手によって回動操作され、該フイルター枠３の外周部のギ
ヤ部３ａと噛合するギヤ部２ａ及び該操作ダイヤル軸７の先端にねじ部７ｂを有する軸部
７ａが嵌合挿入される穴部２ｂが設けられている。また、該フイルター枠３には偏光フイ
ルター４が押え環５で固定されて偏光フイルターユニットＡを構成し、該偏光フイルター
ユニットＡを該フイルターホルダー本体１に回動可能に嵌合させた後、Ｃ型ワッシャー６
でスラスト規制のみを行うように保持している。また、レンズ鏡筒の固定部８の穴８ａに
該フイルターホルダー本体１が挿入して装着される。
以上の構成のフイルター操作装置において、操作ダイヤル２をレンズ鏡筒の外部から回動
操作することによってフイルター枠３が回動し偏光フイルター４の回転調整を可能にして
いる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、前述従来例の構成ではフイルターホルダー本体１に操作ダイヤル２が挿入され
る切り欠き穴１ａが設けられているため、雨が降った際、この切り欠き穴１ａから水が侵
入してしまうという問題があった。
【０００４】
　本発明は、前述従来例の問題点に鑑み、外部からの操作によって偏光フイルターを回転
調節可能にしても防滴性を備えることのできるフイルター操作装置およびレンズ鏡筒を提
供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　前述の目的を達成するために、本発明は、装置本体の内部に回転可能な光学素子を有し
、外周部には該内部と遮断する隔壁を有する凹部に該光学素子を回転させる回転伝達部材
を軸支したものである。
【０００６】
【発明の実施の態様】
　本発明は、レンズ鏡筒に着脱可能のフイルター操作装置であって、装置本体の外部から
の操作によって前記装置本体の内部に設けたフイルターユニットを回転操作可能としたフ
イルター操作装置において、前記装置本体の外部と内部を遮断する隔壁を設け、該隔壁の
外周部に外部からの操作による回転力を伝達する回転伝達部材を配置し、該隔壁の内周部
に前記フイルターユニットを配置し、該回転伝達部材と該フイルターユニットは該隔壁を
貫通する軸を有するギヤが少なくとも一つ設けたギヤ列によって回転伝達可能に結合され
ていることにより、雨が降った際にも回転伝達部材から機器本体の内周側に容易に水が流
入するがなくなる。また、本発明は該隔壁は凹部を有し、該凹部には該回転伝達部材が配
置され、かつ該回転伝達部材の回転中心よりも光軸側に該凹部内から機器本体の外周部に
貫通する穴が設けられていることにより、雨が降った際に、該凹部の穴により凹部に水を
ためることなく水を抜くことができるので、該回転伝達部材の軸部からの毛細管現象によ
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る水の流入を阻止できる。
【０００７】
【実施例】
以下、本発明の一実施例を図１ないし図３に基づいて説明する。
図１は本実施例のフイルター操作装置の要部分解斜視図、図２はその平面図、図３はその
フイルター操作装置を光学機器としてのレンズ鏡筒に装着した状態の図２のＸ－Ｘ線断面
図である。
図において、１１は環状のフイルターホルダー本体で、その外周部には後記する操作ダイ
ヤル１２が挿入される凹部１１ａが設けられ、その環状部には後記するフイルター枠１３
が回動可能に嵌合する嵌合部１１ｂが設けられている。また、該フイルターホルダー本体
１１の凹部１１ａ側には後記する操作ダイヤル軸１７が圧入される穴１１ｃと後記する連
結ギヤ１８の軸部１８ｂが嵌合する穴１１ｄと後記するビス２０が締め込まれるビス穴１
１ｅと該穴１１ｃ及び１１ｄより光軸側に該凹部１１ａからフイルターホルダー本体１１
の外周側に貫通する穴１１ｆが、それぞれ設けられている。
【０００８】
１２は外部から人の手で回転操作される操作ダイヤルで、連結ギヤ１８の第１ギヤ部１８
ａと噛合するギヤ部１２ａと操作ダイヤル軸１７が嵌合挿入される軸穴１２ｂがそれぞれ
設けられている。１３はフイルター枠で、その外周には該連結ギヤ１８の第２ギヤ部１８
ｃと噛み合い、該操作ダイヤル１２からの回転が伝達されるためのギヤ部１３ａが設けら
れている。１４は光学素子である偏光フイルターで、押え環１５により該フイルター枠１
３に固定されている。１６はＣ型ワッシャーで、該偏光フイルター１４を固定したフイル
ター枠１３で構成された偏光フイルターユニットＡを前記フイルターホルダー本体１１に
回転可能に嵌合させた後にスラスト規制のみを行っている。
【０００９】
１７は操作ダイヤル軸で、前記フイルターホルダー本体１１に設けられた穴１１ｃ及び前
記操作ダイヤル１２に設けられた嵌合穴１２ｂに挿入され、該操作ダイヤル１２を回転可
能に軸支している。１８は連結ギヤで、該操作ダイヤル１２に設けられたギヤ部１２ａと
噛み合う第１ギヤｂ部１８ａと前記フイルター枠１３のギヤ部１３ａと噛合する第２ギヤ
部１８ｃが設けられている。また、該連結ギヤ１８には該フイルターホルダー本体１１に
設けられた嵌合穴１１ｄに回転可能に嵌合する第１の軸部１８ｂと後記する押え板１９に
設けられた穴１９ａに回転可能に嵌合するための第２の軸部１８ｄが設けられている。１
９は押え板で、該連結ギヤ１８の第２の軸部１８ｄが嵌合する穴１９ａとビス２０が挿入
される穴１９ｂが設けられ、該ビス２０によって該フイルターホルダー本体１１に固定さ
れ、該連結ギヤ１８のスラスト規制を行っている。２１は該フイルターホルダー本体１１
が装着されるレンズ鏡筒の固定部で、該フイルターホルダー本体１１が挿入される穴２１
ａが設けられている。
【００１０】
以上の構成の本実施例において、操作ダイヤル１２をレンズ鏡筒の外部から回転操作する
ことによって、操作ダイヤル１２に設けられたギヤ部１２ａ、連結ギヤ１８に設けられた
第１ギヤ部１８ａ及び第２ギヤ部１８ｃ、フイルター枠１３に設けられたギヤ部１３ａを
介してフイルター枠１３が回転し、偏光フイルター１４の回動調整が可能となる。
そして、操作ダイヤル１２とフイルターホルダー本体１１の凹部１１ａの内壁との間から
凹部１１ａに雨水が流入しても、容易にフイルター枠１３側にに入り込むことがない。ま
た、該凹部１１ａにフイルターホルダー本体１１の外周部に貫通する穴１１ｆが設けられ
ているので、該凹部１１ａに溜まる水は速やかに抜くことができる。
【００１１】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によれば、レンズ鏡筒に着脱可能のフイルター操作装置で
あって、装置本体の外部からの操作によって前記装置本体の内部に設けたフイルターユニ
ットを回転操作可能としたフイルター操作装置において、前記装置本体の外部と内部を遮
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断する隔壁を設け、該隔壁の外周部に外部からの操作による回転力を伝達する回転伝達部
材を配置し、該隔壁の内周部に前記フイルターユニットを配置し、該回転伝達部材と該フ
イルターユニットは該隔壁を貫通する軸を有するギヤが少なくとも一つ設けたギヤ列によ
って回転伝達可能に結合されていることにより、雨が降った際にも回転伝達部材から機器
本体の内周側に容易に水が流入しないようにすることができる。また、本発明では該隔壁
は凹部を有し、該凹部には該回転伝達部材が配置され、かつ該回転伝達部材の回転中心よ
りも光軸側に該凹部内から機器本体の外周部に貫通する穴が設けられていることにより、
雨が降った際に、該凹部の穴により凹部に水をためることなく水を抜くことができるので
、該回転伝達部材の軸部からの毛細管現象による水の流入を阻止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る一実施例の光学機器のためのフイルター操作装置の分解斜視図であ
る。
【図２】その平面図である。
【図３】光学機器としてのレンズ鏡筒に装着した状態の図２のＸ－Ｘ線断面図である。
【図４】従来例の光学機器のためのフイルター操作装置の分解斜視図である。
【図５】その平面図である。
【図６】光学機器としてのレンズ鏡筒に装着した状態の図５のＸ－Ｘ線断面図である。
【符号の説明】
１１・・フイルターホルダー本体、１１ａ・・凹部、１１ｆ・・穴、１２・・操作ダイヤ
ル、１３・・フイルター枠、１４・・偏光フイルター、１５・・押え環、１６・・Ｃ型ワ
ッシャー、１７・・操作ダイヤル軸、１８・・連結ギヤ、１９・・押え板、２０・・ビス
、２１・・レンズ鏡筒の固定部、Ａ・・フイルターユニット。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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